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 本研究で用いる管理要因着眼点 56 項目とは，A 社保有の大型プラントで実際に発生したインシ
デント情報の解析・聞き取り調査ならびに既存のヒューマンファクタ研究の成果をふまえた
PDCA サイクルの視点からの検討を行い， PDCA の視点や品質マネジメントに関する文献調査
などを重ね，組織の安全性向上に向けて組織の管理の仕組みに重要となる視点として管理要因着
眼点 56 項目をまとめたものである．この管理要因着眼点 56 項目を基に，A 社の保有する大型プ
ラント(a)(b)にアンケート調査を行った．アンケート調査では 56 項目の各項目に対して，重要度・
充実度を聞き，本研究では特に充実度に着目し，実際に発生したインシデントの件数を基準化し
た「基準化リスク」と併せて分析を行った．アンケート結果の充実度と基準化リスクには，充実
度平均の増加に合わせて基準化リスクが減少するといった傾向がみられる．そこで，基準化リス
クと 56 項目の各項目の充実度平均との関係を重回帰分析により検討した．基準化リスクを目的
変数とし、各項目の充実度平均を説明変数とし分析を行った結果，有意となった項目のうち，負
の推定値となった項目を抽出した．この負の推定値を示す項目は、充実度の増加により基準化リ
スクが減少するという関係が強いことを表しており，このような項目を今後の改善項目とするこ
とで、基準化リスクの低減が期待できる．しかし，本来は基準化リスクの低減につながる項目で
あっても，選択された項目と相関の高い項目は選択されない．そのため，本研究では偏相関分析
も併せて行い，負の偏相関係数が強いものを抽出した．また，管理要因着眼点 56 項目を現場の
作業員が扱いやすいよう主成分分析を用いて項目間の合成変数を見出すことで，現場で活用しや
すい形の管理要因着眼点の提案を行う． 
 
